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△目次へ戻る 

日本学生支援機構貸与奨学金 予約採用者の手続き 

（高等教育の修学支援制度 含む） 

【対 象 者】高校等を通じて入学前に奨学金を申込んでおり、「令和５年度 大学等奨学生採用候補者 

決定通知」（以下、決定通知）が発行されている新入生 
 

 

 

○決定通知の交付書類コードが「Ｂ」または「Ｅ」の場合、「入学時特別増額貸与奨学金（日本政策金融 

公庫の手続き必要）」と記載があります。この一時金を受ける場合は所定の手続きが必要になります。 

    月額のみで問題ない方は、進学届提出（インターネット入力）時に、一時金のみ「辞退」してください。 
 

○予約採用時点で、保証制度をどちらにするか選択していますが、進学届の提出（インターネット入力） 

前なら保証制度は変更可能です。制度の違いや保証人等の選任条件について、「概要」で確認してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貸与奨学金の採用後の流れは P.8、給付奨学金の採用後の流れは P.19で確認してください。 

 

※提出書類 
 
（１）令和５年度 大学等奨学生採用候補者決定通知【進学先提出用】・・・全員必要！（記入例 P6） 

あらかじめ裏面の「進学後記入欄」を記入しておいてください。 

提出時は、必ず【進学先提出用】と【本人保管用】を切り離し、【進学先提出用】のみ提出してください。 

 

（２）対象者のみ 

入学後、進学届提出から初回振込みまでの流れ 

①決定通知など、 

必要書類の提出 

引き換えに、「進学届」の入力に必要なＩＤ・パスワードを配付します。 

（引換方法や場所等は、各キャンパスで確認してください。） 

②「進学届」の提出 

大学に進学したことを機構に報告することで、振込が始まります。 

第１回 4/1 （土）～ 4/6 （木） 4/21（金）初回振込 

第２回 4/7 （金）～ 4/24（月） 5/16（火）初回振込 

第３回 4/25（火）～ 5/22（月） 6/9（金）初回振込 

第４回 5/23（火）～ 6/21（水） 7/11（火）初回振込 

③初回振込み 

入力後、上記スケジュールで振り込まれます。 

なお 4月分から採用時点までの奨学金がまとめて入金されます。 

 

例：第３回期間で入力 → 6/9（金）に 4～6月分が入金される  

対象者 必要書類 

給付奨学金の採用候補者 
・授業料減免申請書 Ａ様式１ 

（各カレッジオフィス窓口またはTIPSキャビネット内から取得） 

給付奨学金の採用候補者で自宅外通学生 

・通学形態変更届兼自宅外証明書送付状 様式35 

・自宅外通学を証明する書類 

（アパートの賃貸借契約書のコピー等） 

決定通知に「日本政策金融公庫の国の教育

ローンの申込：必要」と記載されており、

入学時特別増額貸与奨学金が必要な学生  

・国の教育ローンを利用できなかったことについての申告書 

・融資できない旨記載の通知文のコピー 

外国籍の学生 
・在留資格に係る申込資格を満たす証明書類 

（在留カードのコピー等） 

事前に確認しておきたいこと！ 
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□採用候補者決定通知 （見本）    

（表面）

  

（裏面） 

交付書類コードが「Ｂ」・「Ｅ」の方 

入学時特別増額貸与奨学金も  

貸与希望の方は、裏面３‐⑴の 

2 点の書類が必要です。 

↑貸与月額や保証制度など、一部の予約内容は 

進学届入力時に変更できます。 

表面の予約内容に合わせて 

裏面の設問に答えてください。 

（裏側の色付き部分も参照） 

全員必ず記入！  

【学籍番号】 

学生証番号のこと。 

【住所】 

提出時に住んでいる 

「現住所」を記入。 

【電話番号】 

ない場合は記入不要。 

１ は全員チェックが必要 

２、３（1）（2）は該当者のみ 

チェックが必要 


